





















































































































































































































































































































明治31（1898）年 12円 14円40銭 毎月納、本県人1円、他府県人1円20銭宛

















































































































































































設置者 学校名 高等学校 嚇 大学予科生徒 専門学校 ㊧ 実業専門学校生徒 その他の学校生徒
広島第一 23．2％ → 47．2％ → 33．2％ 0．0％ → 352％ → 347％ 0．0％ → 9．3％ → 2．6％
誠之館 11．9％ → 30．8％ → 11．8％ 0．0％ → 37．9％ → 2＆0％ 0．0％ → 10．4％ → 6．2％
三次 11．5％ → 15．2％ → 7．6％ 40．6％ → 39ユ％ → 2L7％ 31．3％ → 37．0％ → 3．3％
忠海 8．6％ → 14．8％ → 12．0％ 39．8％ → 273％ → 133％ 20．4％ → 17．0％ → 4．8％
県立 呉第一 32．8％ → 25．9％ → 18．3％ 33．6％ → 43ユ％ → 33．9％ 26．7％ → 23．3％ → 7．o％
広島第二 33．3％ → 24ユ％ → 15．2％ 45．0％ → 47．0％ → 17ユ％ 21．7％ → 11．4％ → 2．4％
府中 16．9％ → 22．4％ → 8．2％ 32．4％ → 23．9％ → 16．4％ 27．2％ → 20．9％ → 11．2％
世羅 8．5％ → 10．2％ → 5．2％ L7％ → 13．6％ → 103％ 1．7％ → 59．3％ → 5．2％
呉第二 11．5％ → 22．6％ → 3．3％ 0．8％ → 492％ → 1＆0％ 3．8％ → 20．2％ → 2．5％
市立 尾道 18．8％ → 20．5％ → 7．o％ 33．8％ → 30ユ％ → 12．7％ 12．5％ → 6．8％ → 0．0％
組合立 格致 20．0％ → 25．0％ → 4．2％ 40％ → 12．5％ → 12．5％ 4．0％ → 33．3％ → o．o％
日中館 3ユ％ → 8．3％ → o．o％ L5％ → 16．7％ → 26．7％ 16．9％ → 33．3％ → o．o％
修道 2L5％ → 19．6％ → 19ユ％ 3L8％ → 49．7％ → 1＆5％ 22．0％ → 14．0％ → 0．6％
山陽 2L8％ → 24．4％ → 8．4％ 3＆6％ → 4L3％ → ＆4％ 22．3％ → lL4％ → 19．8％
崇徳 17．6％ → 14．3％ → 8．2％ 20．4％ → 26．5％ → 26．8％ 22．2％ → 2L4％ → o．o％
広陵 5．5％ → 7．2％ → 6．9％ 5L5％ → 272％ → 247％ lLO％ → 20．0％ → o．o％私立
旭山 26．9％ → 13．3％ → 3．3％ 23ユ％ → 50．0％ → 30．0％ 7．7％ → 16．7％ → 3．3％
松本 12．5％ → 30．0％ → 33．3％ 0．0％ → 20．0％ → 333％ 12．5％ → 40．0％ → 0．0％
新庄 25．0％ → 23ユ％ → 8．3％ 16．7％ → 5a8％ → 83％ 50．0％ → 15．4％ → 0．0％
半文 3．6％ → 10．8％ → 11．8％ 0．0％ → 2L6％ → 15．7％ 8．4％ → 22．5％ → 0．0％
大正 6ユ％ → 13．6％ → 4．4％ 20．7％ → 40．9％ → 21ユ％ 14．6％ → 11．4％ → 0．0％
設置者 学校名 就職 その他 未定
広島第一 0．0％ → 6．7％ → 1＆2％ 0．0％ → 0．0％ → 16．3％ → L6％ → 42ユ％
誠之館 0．0％ → 1＆7％ → 16．9％ 0．0％ → 2．2％ → 42．1％ → 0．0％ → 8＆8％
三次 63％ → 6．5％ → 283％ 0．0％ → 0．0％ → 39．1％ → 22％ → 10ユ％
忠海 25．8％ → 352％ → 50．6％ 5．4％ → 1．1％ → 19．3％ → 45％ → 9．9％
県立 呉第一 0．0％ → 7．8％ → 7．8％ 0．0％ → 0．0％ → 33．0％ → 0．0％ → 0．0％
広島第二 0．0％ → 6．0％ → 5．5％ 0．0％ → 0．0％ → 59．8％ → 1L4％ → 0．0％
府中 140％ → 30．6％ → 35ユ％ 0．0％ → 0．0％ → 29．1％ → 22％ → 46％
世羅 0．0％ → 6．8％ → 5＆6％ 0．0％ → 0．0％ → 20．7％ → lo2％ → 87．0％
呉第二 0．0％ → 8ユ％ → 9．8％ 0．0％ → 0．0％ → 66．4％ → 0．0％ → 16．4％
市立 尾道 25．0％ → 42．5％ → 77．5％ 0．0％ → 0．0％ → 2．8％ → 0．0％ → 23％
組合立 格致 40．0％ → 292％ → 333％ 0．0％ → 0．0％ → 50．0％ → 0．0％ → 2．0％
R中館 L5％ → 4L7％ → 60．0％ 0．0％ → 0．0％ → 13．3％ → 0．0％ → ＆3％
修道 12．6％ → 15．6％ → 25．8％ 0．0％ → 0．6％ → 36．0％ → 0．6％ → 0．5％
山陽 15．5％ → 20．4％ → 30．7％ o．9％ →
2．5％
→ 32．7％ → o．o％ →
2．4％
崇徳 1＆9％ → 19．4％ → 402％ 17．6％ → 17．3％ → 24．7％ → LO％ → 13．0％
広陵 240％ → 444％ → 47ユ％ 3．0％ → 1ユ％ → 21．3％ → o．o％ → 3．8％私立
旭山 192％ → 10．0％ → 40．0％ o．o％ → 3．3％ → 23．3％ → 6．7％ → o．o％
松本 63％ → 10．0％ → 333％ o．o％ → o．o％ → o．o％ → o．o％ → o．o％
新庄 o．o％ → 7．7％ → 333％ o．o％ → o．o％ → 50．0％ → o．o％ → 444％
興文 0．0％ → 45ユ％ → 5＆8％ 0．0％ → 0．0％ → 13．7％ → 0．0％ → 0．0％
































































広島 三次 忠海 呉 福山 広陵 修道 崇徳 日彰館 明道
1903 147％ 12．6％ 2L9％ 13．6％ 16．0％ 52．4％
1904 133％ 19．4％ 22．2％ 16．7％ 27．6％ 348％
1905 13．8％ 17．2％ 16ユ％ 13ユ％ α0％ 1＆6％ 27．6％
1906 9．7％ 14．9％ 15．5％ 12．4％ 9．8％ 1＆0％ 36．3％
1907 14．2％ 18．7％ 16．4％ 0．0％ 163％ α0％ 16ユ％ 2L4％ 32．4％
1908 9．5％ 11．5％ 13．9％ 7．6％ 53％ 273％ 2LO％ 2L3％ 23．0％
1909 9．6％ 12．6％ 14ユ％ 8．6％ 99％ 39ユ％ 240％ 20．0％ 23．0％
1910 10．8％ 15．2％ 11．4％ 12ユ％ 96％ 192％ 2α2％ 25．9％ 24．3％
1911 9．9％ 16．9％ 8．5％ 13．6％ ＆9％ 14．5％ 17．0％ 19．8％ 27．0％
1912 7．9％ 13．9％ 8．6％ 16．3％ 62％ 24．0％ 16ユ％ 19．8％ 24．8％
1913 8．1％ 13．0％ 8．5％ 17．4％ lL1％ 14．9％ 149％ o．o％ 20．8％ 31．8％
1914 8．6％ 11．4％ 9．o％ 16．8％ 72％ 17．9％ 9．7％ 9．5％ 17．6％ 51．1％
1915 8．0％ 9．7％ 8．7％ 13．7％ 92％ 1＆3％ 8ユ％ 7．5％ 17．0％ 45．9％
1916 6．1％ 11．3％ 8．4％ 15．3％ 6．9％ 2L9％ 7ユ％ ＆6％ 16．6％ 31．7％
1917 8．2％ 5．9％ 12．5％ 11．5％ 7．8％ 13ユ％ ＆6％ 10ユ％ 14．9％ 27．8％
1918 8．6％ 6．2％ 14．3％ 15．6％ 6．8％ 12．6％ 12．0％ 10．4％ 16．7％ 42．5％
1919 7．4％ 9．6％ 14．6％ 11．8％ 46％ 17．6％ 153％ 9．4％ 13．7％ 27．3％
1920 6．6％ 8．0％ 15ユ％ 17．5％ 6．9％ 153％ 7ユ％ 6．7％ 16ユ％ 37．9％


































1907 39．9％ 0．0％ L7％ 42ユ％ 10ユ％ 22％ L7％ 0．6％
1908 30．8％ 0．0％ 0．0％ 30．8％ 133％ 0．7％ 0．7％ 23．8％
1909 12．4％ 0．6％ 0．6％ 27．1％ 12．4％ 12％ 37．1％ 82％
1910 10．5％ 6．6％ 0．0％ 25．4％ 5．o％ α6％ 19．9％ 32．0％
1911 9ユ％ L6％ 1ユ％ 283％ 6．4％ o．o％ 203％ 33．2％
1912 12．6％ o．9％ 22％ 25．5％ 6．1％ 0．4％ 23．4％ 29．0％
1913 12．5％ L3％ 14．6％ 17ユ％ 2．5％ 0．0％ 233％ 27．5％
1914 5．0％ 7．9％ 15ユ％ 27．3％ 3．6％ 0．0％ 1．4％ 39．6％
1916 20．0％ 140％ 0．0％ 1＆0％ 140％ 0．0％ 40％ 30．0％
1917 0．0％ 333％ 0．0％ 2＆6％ α0％ 0．0％ α0％ 38ユ％
（明道中学校「入退学回議簿」を基に作成）
おわりに
　広島県において県立中学校の増加は私立中学校に比べ緩慢であった。潮木の言葉を借りれば、
府県立中学校は、所得や教育需要の高さに対して「硬直性」をもっていたと言えよう。一一方、私
立中学校は所得や教育需要の高さに対して敏感に反応し、普及を進めた。いわば「柔軟性」を有
していたと言えよう33。私学セクターは、Jamesの指摘するように、国によって、設置が全く
ない場合と非常によく発達する場合とがある。近代日本の私立中学校をみても、設置の有無に府
県間で大きな差異が存在した。本稿では、私学の発達がみられた広島県をその一事例として取り
上げた。
　東京府では1890年から1900年にかけて私立中学校が盛んに設置され、この間の中学校授業料
は府立よりも私立の方が低額であった。東京府においては府立中学校生徒数よりも私立中学校生
徒数の伸びが急激であった。本稿で分析した広島県においては1900年から1920年の間で私立学
校数が大きく伸びた。広島県においても．「中学校令」にもとつく修業年限5年の尋常中学校で
はないが、授業料の低額な修道中学や第四仏教中学などがあった。これらの私立学校では県立中
学校に比べ安価な授業料を徴収していた。その後、私立中学校授業料は府立学校授業料を上回る
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勢いで増額した。
　卒業後の進路については、広島県立中学校の場合、高等学校・大学予科へ進学する者の比率が
高かった。私立中学校のうち、高等学校・大学予科への進学者比率が高かったのは修道中学校で
あった。逆に日彰館中学校などでは進学者比率が低かった。
　私立中学校の授業訴額や卒業後の進路、あるいは独自の教育理念は当然．学校間で異なってい
た。授業料額や卒業後の進路は、入学者にとって学校選択の際の一つの基準となり得る。明治前
半期には、「中学校令」の基準を満たした県立中学校に入学できなければ、授業料が低額である
諸学校へ入学することができた。授業料が高く、入学も困難である県立に、敢えて入学する必要
のない人々は市内の私立学校へ入学した。時代とともに、「中学校令」に基づく正規の私立中学
校が設置され、授業料額は上昇した。修道中学校の例にもみられるように、入学志願者の多くが、
高額な授業料を支払ってでも入学に値するという価値を私立学校に見いだすようになったとみる
ことができる。卒業後の進路や独自の教育理念が学校選択の際の基準として大きな比重を占める
という傾向に変わっていったと考えられる。
　私立中学校が社会的に認知されるためには様々な諸条件が必要であると考えられるが、本稿で
は授業料や在校生の回顧、卒業後の進路．競争率から考察した。公立学校の場合、府県税支出の
増額、学校の新設などにより、これらの要素を操作することがある程度可能であった。しかし、
私学セクターの場合、需要が超過する、あるいは人々が多様な価値観・嗜好をもたなければ生じ
得ない。広島県の私立中学校を検討した結果、その性質が、超過需要反応型から、次第に差異需
要反応型へとシフトしつつあったことを看取できよう。
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